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審査員 南沢奈央 特別賞

東京都立大島高等学校
〒100-0101　東京都大島町元町字八重の水127
☎04992-2-1431

活動団体 農林科

主な活動時間 授業の一環として、休み時間や放課後 活動人数 126人

最終審査会発表生徒 池谷 芹菜（2年）、中村 歩夢（2年） 担当教諭 金子 雄

ツバキを守って島おこし 〜伊豆大島発。椿の島のエコ活動〜

（2）椿油など特産品づくりから、椿関連の地域産業を知

るとともに、東京で販売するなどして島をPRしてい

ます。今年で4年目になりますが、全校生徒によびか

けて椿のタネを拾い、昇降口に設置した椿ポストにい

れてもらっています。これを、天日で乾燥させ、選別

し連携している地域の業者に持ち込んで専用の機械で

搾油しています。これを小瓶に詰めて大島高校産椿油

として製作し、島内や東京の全国農業高校収穫祭で販

売して好評を得ています。今後は椿炭づくりや椿染め

などにも広げていければと考えています。

（3）本校椿園はツバキの園芸品種350品種以上を擁して

おり、現在国際優秀つばき園の認定をめざしています。

10月に海外理事の視察を受け、順調にいけば来年2月

に認定されます。高校椿園として世界初のものになり

ます。その認定基準をめざすべく日夜管理に励むとと

もに、これを島の観光の起爆剤にすることを目指して

います。この認定は島内の他の2園と同時申請のかた

ちで、連携しながら島ぐるみですすめています。日頃

の栽培管理のみならず、2020年の東京オリンピック

を前に、国際理解教育の場としてもオンリーワンの椿

園を目指しています。

【目標・今後の計画】
　伊豆大島はヤブツバキ300万本を誇るツバキの島で

す。ツバキは島の自然を象徴する植物で、高温多湿で火

山灰由来の酸性土壌という島の風土によく合いよく育

つため、木材、薪炭材、防風林、椿油あるいは観賞用に

と古くから島民の生活に密着してきました。しかし近年

では島の人口減少や高齢化により、管理が不十分になる

とともに、椿に関わる島の産業や文化の衰退も課題に

なっています。観光客数も伸び悩んでいるうえに一昨年

の土砂災害。この活動は、ツバキという島の宝を地域資

源として活用

することで、

今後の島おこ

しと復興につ

なげていくこ

とを目標にし

ています。

【活動内容】
　ヤブツバキは日本原産であるうえに、多くの利用方法

があり歴史も文化も奥深く、活動内容は無数に考えられ

るのですが、私たちは（1）高校生によるツバキの普及啓

発活動（2）高校での特産品づくり（3）高校椿園の国際優秀

つばき園認定、を3本柱としました。

（1）普及啓発活動として、高校生による椿ガイドや栽培

講座をおこない、「椿学」としてツバキの魅力を発信し

ています。本校には椿園があり、1月から3月の椿ま

つり期間中は多くの来園者があります。2月におこなっ

た椿ガイドには地域の方やゼミ合宿中の大学生など多

くの方にご参加いただけました。7月におこなった挿

し木教室も大変好評で、今後も違ったテーマでの講座

をしてほしいとの声もいただいています。　
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【成果・実績】
（1）「椿学」と名付けた各種イベントには、地域から多く

の参加者があり、身近すぎて忘れていたツバキの魅力

を再認識させることができています。また、ツバキを

通じて、老若男女が交流するなど、講座を通じて多く

の地域貢献ができています。

（2）「椿油」を通じて、その製法を学ぶだけでなく、島の

歴史、文化、伝統を学ぶことができています。また、

販売することで、ツバキの魅力、島の魅力を広く発信

することができています。今年も11月15日、このエ

コワングランプリ首都圏大会の裏で、東京駅の大丸で

おこなわれる全国農業高校収穫祭で販売いたします。

実をとる目的のために、放置されがちになっているツ

バキ林の管理につながってきていることも成果のひと

つです。油カスも肥料として活用しています。椿油の

振興は、特産品づくりや雇用の拡大にもつながってい

きます。

（3）国際優秀つばき園は2015年２月に国内理事の推薦を

得ました。10月に海外理事の視察があり、現在それ

にむけ準備をすすめているところです。追ってご報告

できると思います。2016年２月に無事認定されれば、

東日本初、学校所管の椿園としては世界初の認定とい

うことで、大々的にPRしていく予定です。

　このように、郷土を象徴する「ツバキ」を生かして、島

の魅力と誇り、輝きを取り戻すことができるよう、日々

の管理作業からイベントの開催まで、私たちは地道に楽

しく「椿の島のエコ活動」に取り組んでいます。

◎多くの方々に私たちの活動や椿のこと、伊豆大島のことをしってもらうことができて嬉しかったです。高校生のエコ活動
は、地域でも大変注目され、多くの人たちとつながっていくチャンスにもなります。エコ活動から交流活動に広がってい
くことも魅力だと思います。	 （池谷	芹菜・女・2年）

◎僕たちは小さいころからツバキとともに暮らしてきましたが身近すぎて、ツバキという素晴らしい地域の資源に気づいて
いませんでした。近すぎて見えないものってあるのですね。みなさんの周りにも、きっとヒントがたくさん隠れていると
思うので、まずは身近なところからエコ活動をはじめていきましょう。	 （中村	歩夢・男・2年）

●活動にあたり創意工夫したこと
　ツバキを生かすことで、郷土の自然や歴史、文化への愛情や誇り、自信につなげられる活動になるよう工夫している。
●活動の際に苦労したこと
　中心となる農林科の生徒が少ないこと。いかに全校生徒をまきこんだ大きな取り組みにできるかを考えさせられた。

活動の環
わ

を広げよう 出場者からの提言


